
宮崎滔天・浅羽佐喜太郎・今成拓三                         １３．JUL．１２          

                                                                  小島正憲 

宮崎滔天は、辛亥革命を成功させた孫文を助けた。 

浅羽佐喜太郎は、ベトナム革命に貢献したファン・ボイ・チャウを助けた。 

今成拓三は、ミャンマー独立に貢献したバー・モウを助けた。 

私は、異国の志士を助けた日本の義士たちに、深甚なる敬意を表する。 

 

１．宮崎滔天 

 

《熊本県荒尾市の「宮崎兄弟資料館」内の展示》        《中国湖北省武漢市の「辛亥革命博物館」内の展示》 

      ※左が宮崎滔天、右が孫文                     ※右端が宮崎滔天、その左が孫文 

 

JR博多駅から約１時間で、JR荒尾駅に着く。駅から車で５分走ったところに、宮崎兄弟の生家が保存されており、その

中に「宮崎兄弟資料館」がある。私はそこを訪ねるため、事前にネットで検索していたとき、そこが「宮崎滔天資料館」で

はなく、「宮崎兄弟資料館」であることに、若干疑問を感じていた。そして実際にそこを訪ねて驚いた。まず私はそこで、

宮崎滔天が宮崎八郎の弟であることを知ったからである。 

かつて私は、西南戦争の戦跡をくまなく歩き回ったことがある。そのとき私は、激戦地の一つである熊本の田原坂で、

近くの小学校の校庭の片隅に立派な記念碑が立っているのを見たことがある。そこには、この地方では宮崎八郎率いる

協同隊が組織され、西郷隆盛に呼応して立ち上がり、政府軍と激しく戦ったと書いてあった。また宮崎八郎は自由民権

論者であり、この場所に植木学校を構え、その主張を教えていたという。また宮崎八郎は西郷隆盛の征韓論に同調した

わけではなく、ひとまず西郷隆盛の力を利用して、腐敗堕落した政府を倒し、その後、西郷と主義を戦わすという統一戦

線戦術を採ったのだという。残念ながら、西郷軍は敗れ、宮崎八郎も八代市の萩原堤で２６歳の生涯を閉じた。宮崎滔

天は、この宮崎八郎の熱き血とその思想を受け継いでいたのである。 

資料館に入って、さらに私は驚いた。そこには、父親の宮崎長蔵を始めとして、八郎（長男は夭折したため、実質的に

嫡男）、民蔵、彌蔵、滔天（虎蔵：八男で末子）の４兄弟の傑出した業績が、展示されていたからである。まさにそれは、

「宮崎兄弟資料館」という名に相応しいものであった。宮崎長蔵は地主ではあったが、開明的で八郎の思想の良き理解

者であった。八郎が戦死したとき、残った兄弟に八郎の無念さを伝え、「一生、官の飯を食うな」と言ったといわれている。

その後、民蔵は「天から授かった土地は、本来人類平等に享有するべき」との観点から土地開放を生涯のテーマとし行

動した。彌蔵と滔天は、「中国に自由民権の理想国を築いて列強のアジア侵略の防波堤にしよう」と考え、それに人生を

賭けた。残念ながら彌蔵は志半ば、２９歳の若さでこの世を去る。この資料館には、４兄弟の思想と業績が、各人別にし

っかり展示してある。 

滔天は、１８９７（明治３０年）に民蔵の紹介で孫文と知り合い、その後、一家をあげて孫文らの中国革命運動を支援し

た。当時、孫文は懸賞金付きのお尋ね者であり、約２週間、宮崎家の離れでかくまわれていた。そこで孫文と滔天は、中

国革命に向けての熱き思いを語り合ったという。そのときの様子が、この資料館に蝋人形として再現してある。１９０５年

年８月、孫文らが東京で「中国同盟会」を結成したとき、滔天はそれを全力で支えた。中国湖北省武漢市の辛亥革命博

物館には、このときの様子が蝋人形で再現してあり、孫文のすぐ横に滔天が立っている。つまり、これが辛亥革命を成



功させた大きな要因であったことを、中国政府も認めているということである。 

宮崎滔天は私財を投げ打ち、孫文を助けた。民蔵はその滔天の活動を支えた。滔天は大正１１年、５１歳で没した。

民蔵は昭和３年、６３歳でこの世を去った。彼らの死後、宮崎家は多額の負債整理のため、競売されるハメになった。こ

のとき中国国民党は、宮崎兄弟の中国革命の貢献に報いるために２万元を生家買い戻し資金として提供したという。残

念ながら、その資金では到底買い戻しはできなかった。 

その後、宮崎兄弟の遺品や資料は、地元の篤志家の手で保存された。日本と中国との国交が回復され、日中友好の

新しい時代の中で、過去の誤りが反省されると共に、現在、宮崎兄弟のめざしたものが見直され、改めて郷土が誇りうる

先覚者としての評価が高まってきた。そのような中、平成５年、荒尾市が生家を復元し、「宮崎兄弟資料館」の公開を実

現させたのである。この資料館は一見の価値がある。     

 

２．浅羽佐喜太郎                           （この項は、２０１１年２月に発信したものの再録である） 

 ※以下は井川一久氏の「日本近代の逆説的矛盾と日本・ベトナム関係」の論考に、全面的に依るものである。 

①浅羽佐喜太郎と東遊運動   

旅行中、井川氏から浅羽佐喜太郎についての話を聞いた。静岡県袋井市浅羽町梅山の禅宗

寺院常林寺に、ファン・ボイ・チャウら越南維新会の主要メンバー３人が、１９１８年に建てた浅羽

佐喜太郎の巨大な石碑があるという。私は帰国後すぐに常林寺に行ってみた。たしかにそこに

は浅羽佐喜太郎の大きな石碑が建っており、その由来などを書いた看板があった。私はそれを

読みながら、ファン・ボイ・チャウと浅羽佐喜太郎の関係は、孫文と梅屋庄吉の関係に似ていると

思った。なお常林寺は JR袋井駅からタクシーで２０分ほどの場所にある。 

１８世紀から欧米帝国主義諸国の侵略と支配に苦しんでいたアジア諸民族の間では２０世紀

初頭、自力で近代化に成功した唯一の非白人国家日本に対する期待感が急速に高まった。ベ

トナムでは代表的知識人の一人で独立運動の指導者でもあったファン・ボイ・チャウが、１９０４年にグエン朝の王子のク

ォンデを総裁とする越南維新会を結成して訪日し、日露戦争が日本の勝利に終わった１９０６年、民族独立を志す祖国

の青年に日本留学を呼びかけた。これが東遊運動である。ベトナムの若者はチャウのよびかけに応えて続々と日本へ

密航し、その数はやがて２７０人にも達した。 

当初、日本政府はこれらのベトナム人に寛容であったが、フランス政府からの圧力により、越南維新会の留学生組織

の解散を命じた。留学生たちは勉学の道を失って次々に日本を離れた。チャンとクォンデを中心として日本に残留した

数十人は、常に日本警察の監視下に置かれ、その生活は祖国からの送金の途絶や日本人有志の援助の中断によって

困窮を極めた。そのとき彼らに援助の手を差し延べたのが浅羽佐喜太郎である。 

浅羽佐喜太郎は東京大学医学部を出て、神奈川県小田原市に個人経営の病院を開いた。そこで偶然に栄養失調で

行き倒れになっていたベトナム人を救ったことから、東遊運動との関係の始まりであった。その後、佐喜太郎は彼らに大

金を送り、さらに住居を追われた留学生たちを自分の病院に保護した。佐喜太郎は１９１０年に４３歳で亡くなったため、

ファンらが、遺徳を偲んで佐喜太郎の故郷に石碑を建てたのである。 

②明治維新の本質 

井川氏は、明治維新がその後の日本人に与えた思想的影響について、卓越した見解を述べている。私はそれを読

んで、現在の我々の置かれた位置を深く考えさせられた。長文になるが以下にそれを記しておく。 

・欧米帝国主義の脅威が生み出した強烈なナショナリズムが、一方では日本の歴史と文化を代表してきた皇室の権威と

結びつき、他方ではすでに機能不全状態に陥っていた幕府および日本的封建制に対する失望感と結びついた。そ

の結果、欧米資本主義に対抗するには欧米諸国と同じ機能的な国民国家を築かなければならないという認識が武士

とブルジョワを中心とする知識層に浸透し、それが幕府打倒の武力行動となって現れたのである。明治維新を実現し

た勢力にとって、幕府は必ずしも憎悪の対象ではなかった。また幕府の側にも欧米帝国主義の脅威に対する危機感

があり、その内部には「尊皇攘夷」勢力に内心共鳴する分子が少なくなかった。それゆえ幕府の抵抗は微弱で、幕府

打倒の内戦はごく短期間で終結した。また幕府の政治・軍事官僚の多くは、明治維新ののち新政府の高官となり、封

建領主はすべて明治国家の貴族となった。 

・日本人とりわけ知識人の多くは、社会秩序の永続性を尊ぶ「和合と安定」の日本的価値観と秩序破壊を辞さない「競争

による発展」の欧米的価値観の対立や、物質的利益の追求を恥とする日本武士道の精神と、それを善とする欧米資

本主義精神の対立に悩まされた。日本伝統の価値観に立って近代欧米の価値観に反発しながらも、同時に近代欧

米の価値観に引き寄せられるという矛盾した意識は、その後、一種の「精神における癌」となって日本人の心理に深く

残った。 



・欧米を模倣した近代化の努力は、欧米帝国主義に対して自衛するという極めて愛国的な、また反帝国主義的な動機

によるものであった、それは欧米帝国主義の支配に苦しむアジア諸民族への共感、さらにアジア諸民族の自己解放

運動を助けようという志向を生んだ。これが後年、「アジア主義」または「大アジア主義」と呼ばれるようになった理念で

ある。しかし欧米資本主義諸国を模倣した近代化の成功は、日本自身を必然的に帝国主義へ導いた。そこから欧米

諸大国とともに、または欧米諸大国と競争しつつ、アジア諸地域に日本の勢力圏を拡大しようという志向が産まれた。

明治維新をもたらした日本人のナショナリズムは、欧米的近代化の過程で、こうして二つの相反する方向－帝国主義

の方向と反帝国主義の方向－に分岐し始めた。 

 

３．今成拓三                             （この項は、２０１２年６月に発信したものの再録である）                                                                                                

越後湯沢の義士たちと言っても、上杉景勝や直江兼続のことではな 

い。ましてや河井継之助や山本五十六のことではない。それは、終戦 

直後の今成拓三氏を中心とする越後・魚沼郡の青年たちのことである。 

先日、私はヤンゴンで、あるミャンマー人から、「終戦後、バー・モウさ

んが、日本でたいへんお世話になりました」と、声をかけられた。私はア

ウン・サン将軍が日本軍の招きで来日しており、その後、日本軍と行動

を共に英国軍と戦い、ミャンマー独立に成功したことは知っていたが、

バー・モウ氏については詳しく知らなかった。私はあいまいな返事をし

て、その場をやり過ごし、日本に帰り、さっそく調べてみた。 

上越新幹線で、東京から約１時間半、川端康成の小説「雪国」の舞台

の越後湯沢駅に着く。そこから車１５分ほど走ると、薬照寺（南魚沼市六   《 南魚沼市六日町の「薬照寺」の前で 》 

日町）という真言密教のお寺がある。バー・モウ氏はそこで、１９４５年８月２４日から約５か月間、亡命生活を送ったという。

以下に、その経過を山口洋一氏の「歴史物語ミャンマー（下）」（カナリア書房刊）から、抜粋引用して紹介する。 

「大東亜戦争中、日本軍による占領下、ミャンマーは１９４３年８月１日に英領からの独立を宣言し、バー・モウ博士が

国家主席に就任した。やがて日本が敗戦し、イギリスのミャンマー再支配という事態になって、国内が混乱する中、日本

と協力したバー・モウ博士は日本への亡命を決意し、日本側もこれを受け入れた。博士は１９４５年８月２４日、日本軍の

軍用機を乗り継いで、東京の陸軍立川飛行場に到着、東京には２日だけ投宿し、アメリカ占領軍の先遣隊が厚木飛行

場に到着する２日前の８月２６日、新潟県南魚沼市六日町（旧南魚沼郡塩沢町）に移り、その後、今成拓三氏という人物

に一切を支えられつつ、薬照寺での地下生活に入った。薬照寺周辺を散歩する博士のことを、住民たちは満州国の大

学教授“東亜毅男”博士と聞かされていた。 

六日町の旧家の戸主であった今成拓三氏（当時３４歳）は、その処遇に困り果てていた大東亜省の担当者から、偶然

に協力を懇請された。今成氏はそれまでビルマにはまったく関係なかったが、それを快諾した。しかしそのために今成

氏が嘗めた苦労は並大抵ではなかった。バー・モウ博士を守り通すために、今成氏は親戚など２０人で“七生隊”を結成

し、血判を押して協力を誓い合った。日本人が敗戦の虚脱状態で、食うのに汲々としていたこの時期、“七生隊”の人た

ちはバー・モウ博士の食べ物を秘かに届けるなど、必死に博士を助けた。彼らは独立運動の志士たるバー・モウ博士に

大儀ありとの信念を抱き、彼を助けることに生き甲斐を感じていたのである。今成氏は、“七生隊”のメンバーに青酸カリ

を手渡し、“もしバー・モウ博士の隠匿が占領軍に見つかったら、殺される前に死ね”と命じていたという。もちろん今成

氏は、絞首刑を覚悟していた。 

結局、バー・モウ博士は、翌年１月１８日に GHQ に出頭し、すぐイギリス側に引き渡され、巣鴨拘置所に入れられた。

GHQ まで博士に同行した今成氏ほか２名も収監された。薬照寺や“七生隊”のメンバーにも厳しい追及があった。同年

７月バー・モウ博士は釈放され、８月に帰国した。今成氏や捕まっていた人たちも順次拘束を解かれた。 

終戦直後、人々が敗戦に打ちひしがれていた状況下で、日本政府がかつて日本に協力した大東亜共栄圏首脳の亡

命受け入れを決断し、民間人グループが命を賭して亡命者を庇護した事実は、思い起こす者の琴線に触れるできごと

であった」。 

現在、薬照寺は宝物殿を備えた立派なお寺であり、多くの人が訪れる観光名所となっているという。しかし私が訪ね

たときは、観光客は誰もいなかった。境内の天然記念物で樹齢４００年という大桂の樹だけが、静かに私を迎えてくれた。

私はきっとバ－・モウ氏も毎日、この樹を眺めていたのだろうと思いながら、それを見つめた。お寺の右手に護摩堂があ

り、そこと本堂との間にバー・モウ氏が寝起きした小部屋があった。室内中央にバー・モウ氏の等身大の座像が置いて

あった。この小さな部屋で、元ビルマ首相のバー・モウ博士が、蚊や蚤に悩まされながら、ひっそりと起居していたと思う

と、私は思わず、その像の前で正座合掌した。またその部屋には、手紙や写真などの記念物が陳列してあった。そして



バー・モウ氏が自首する直前の送別会に集まった１１名の同士の記念集合写真が飾ってあった。その中には、後に石内

村の村長となる今泉隆平氏、県会議員となる岩野良平氏、当寺の土田覚常住職などの姿が見られる。 

なおこの寺には、立派な宝物殿があり、不思議なことに藤田嗣治やミレーの絵が展示してある。またなぜか中国の国家

３級程度の骨董品がずらりと並べてある。これだけでもこの寺に立ち寄る価値は十分にある。管理人の話によれば、これ

らは今泉隆平氏の寄贈品であるという。バー・モウ氏も、戦前日本政府から寄贈された財宝や骨董品をかなり持ってい

たというが、それは巣鴨拘置所に収監された時点のドサクサに紛れて、誰かの手に渡ってしまったという（「バー・モウ長

官の逃亡」 高橋有恒著 恒文社刊）。 

                                                                    以上                                      


